
梅
林
国
民
学
校
に
お
け
る
勤
労
作
業

（
１
．２
年
）れ
ん
げ
と
り

（
３
．４
年
）よ
も
ぎ
と
り

（
５
．６
年
）農
耕
地
開
墾

（
高
等
科
１
年
）長
良
堤
開
墾
や
瓦
あ
げ
作
業
、

　
食
糧
増
産
・
資
源
採
取

（
高
等
科
２
年
）
長
良
堤
開
墾
、
長
森
北
地
区

　
勤
労
動
員
、
大
日
本
紡
績
作
業
奉
仕
、
陸
軍

　
整
備
学
校
勤
労
奉
仕
、
軍
需
産
業
工
場
の
仕
事

岐
阜
空
襲
の
被
害（
旧
岐
阜
市
域
分
の
み
）

（
当
時
の
岐
阜
市
人
口
は
約
17
万
５
千
人
）

・
死
者
↓ 

８
６
３
人

・
罹
災
者
↓ 

８
６
１
９
７
人

・
全
半
壊
家
屋
↓
２
０
４
２
７
戸

・
焼
失
し
た
学
校
↓
師
範
学
校
（
女
子
部
）、

岐
阜
高
女
、
加
納
高
女
、
富
田
高
女
、
済
美
高

女
、
岐
阜
市
立
女
子
商
業
、
岐
阜
第
一
中
、
岐

阜
市
立
第
一
工
業
、
岐
阜
盲
学
校
、
京
町
国

民
、
徹
明
国
民
、
明
徳
国
民
、
木
之
本
国
民
、

本
荘
国
民
、
本
郷
国
民
、
白
山
国
民
、
加
納
第

一
国
民
、
加
納
第
二
国
民
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７
．
勤
労
動
員
に
明
け
暮
れ
る
学
徒
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
昭
和
19
年
〜
20
年
）

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
か
ら
は
「
学

徒
勤
労
動
員
」
が
通
年
実
施
と
な
り
、
中

等
学
校
３
年
生
以
上
で
は
本
格
的
な
工
場

勤
労
動
員
が
始
ま
り
、
教
室
に
お
け
る
授

業
は
殆
ど
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
市
域
で
は
、
岐
阜
中
・
岐
阜
二
中
・

岐
阜
商
業
・
岐
阜
高
女
・
加
納
高
女
・
富

田
高
女
に
お
い
て
は
授
業
を
停
止
し
、
各

務
原
陸
軍
航
空
廠
や
川
崎
航
空
機
製
作
所
、

そ
の
他
の
軍
需
工
場
な
ど
へ
動
員
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
学
徒
は
、
工
員
と
同
じ
く
毎
日
通

勤
し
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
勤
務

し
ま
し
た
。
昼
夜
二
交
代
で
夜
勤
も
あ
り
ま

し
た
。
男
子
も
女
子
も
国
防
色
の
作
業
服
に

神
風
と
染
め
抜
い
た
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
締

め
、
厳
し
い
労
働
を
頑
張
り
抜
き
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
に
入
り
空
襲

が
激
し
く
な
る
と
、岐
阜
高
女
・
加
納
高
女
・

富
田
高
女
は
工
場
動
員
を
廃
止
し
、
い
ず

れ
も
「
学
校
工
場
」
と
し
て
雨
天
体
操
場

や
教
室
で
飛
行
機
の
部
品
の
製
作
や
タ
ン

ク
の
布
張
り
等
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

中
等
学
校
１
・
２
年
生
も
、農
作
業
奉
仕
・

防
空
壕
掘
り
・
間
引
き
家
屋
の
撤
去
・
軍

需
工
場
へ
の
手
伝
い
な
ど
に
動
員
さ
れ
た

り
、
学
校
農
園
や
空
き
地
な
ど
で
の
食
糧

増
産
活
動
に
励
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

戦
局
の
悪
化
と
共
に
、
学
徒
兵
の
徴
募

も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
「
予
科
練

の
歌
」
の
流
行
と
共
に
、
海
軍
飛
行
予
科

練
の
募
集
に
、
各
校
生
徒
は
競
っ
て
応
募

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
陸
軍
士
官
学
校
や

海
軍
兵
学
校
を
目
指
す
者
も
あ
り
ま
し
た
。

８
．
国
民
学
校
高
等
科
児
童
を
も
動
員
！

　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
昭
和
19
年
〜
20
年
）

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
２
月
、「
決
戦

非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
動
員
実
施
要

綱
」
が
決
定
さ
れ
、
動
員
対
象
が
中
等
学

校
１
・
２
年
生
と
国
民
学
校
高
等
科
に
ま

で
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

白
山
国
民
学
校
で
は
、
昭
和
19
年
度
１

年
間
に
合
計
86
回
の
作
業
が
行
わ
れ
、
そ

の
内
容
は
廃
品
回
収
・
灰
集
め
・
馬
糞
拾

い
・
開
墾
・
農
作
業
・
運
搬
・
防
空
壕
造
り
、

高
等
科
生
の
工
場
動
員
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
に
な
る
と
更

に
恒
常
化
し
て
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
で

65
回
に
増
え
、
疎
開
家
屋
の
撤
去
や
整
理

作
業
、
戦
災
後
は
焼
け
跡
整
理
な
ど
に
多

く
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

     

　
「
戦
時
下
の
小
学
校
生
活
」

　
　

 （
昭
和
10
年
生
ま
れ
の
Ｓ
さ
ん
の
話
）

　

昭
和
20
年
、
私
は
長
良
国
民
学
校
の
5
年

生
で
あ
っ
た
。終
戦
間
際
の
食
糧
難
時
代
で
、

学
校
で
も
食
糧
増
産
の
た
め
授
業
は
な
く
、

サ
ツ
マ
芋
作
り
。

　

長
良
川
の
川
原
を
開
墾
し
て
砂
地
に
苗
を

植
え
、
そ
こ
へ
肥
料
を
ま
く
。
学
校
の
便
所

か
ら
小
便
を
汲
み
出
し
、
そ
れ
を
肥
桶
に
７

分
目
ま
で
入
れ
、
竹
の
棒
を
差
し
込
み
二
人

で
担
ぐ
の
で
あ
る
。

　

暑
い
日
照
り
の
中
、
学
校
か
ら
現
在
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
下
の
川
原
ま
で
肥
桶
を
運
ぶ

の
で
あ
る
。
竹
の
棒
が
肩
に
食
い
込
み
、
並

大
抵
の
痛
さ
で
は
な
い
。

　

そ
れ
に
二
人
の
呼
吸
が
合
わ
な
い
と
大
変

で
あ
る
。
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
小
便
が
跳
ね
、

前
を
担
い
で
い
る
子
の
背
中
に
、
後
ろ
を
担

い
で
い
る
子
の
胸
の
辺
り
か
ら
時
に
は
顔
の

近
く
ま
で
濡
れ
る
の
で
あ
る
。

９
．
米
軍
の
空
襲
激
化
・「
本
土
決
戦
へ
」

　
　
　
　
　
　

  （
昭
和
19
年
〜
和
昭
20
年
）

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
７
月
、
日
本

軍
は
マ
リ
ア
ナ
諸
島
サ
イ
パ
ン
島
で
全
滅

ふるさとの歴史

こぼれ話

Vol.22

し
、  

こ
の
頃
に
は
日
本
の
勝
利
は
絶
望
的
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
頃
か
ら
は
サ
イ
パ
ン
島
を
飛
び

立
っ
た
爆
撃
機
Ｂ
29
が
、
日
本
本
土
の
攻

撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
各
地
に
点
在
す
る

軍
需
工
場
等
の
爆
撃
に
続
き
、
昭
和
20
年

３
月
か
ら
は
東
京
等
の
大
都
市
、
そ
し
て

地
方
都
市
の
焼
夷
弾
攻
撃
。
更
に
は
兵
器

廠
・
化
学
工
場
、
輸
送
機
関
等
を
攻
撃
し

た
の
で
す
。

　

昭
和
19
年（
１
９
４
４
）の
後
半
か
ら
は
、

連
日
の
警
戒
警
報
・
空
襲
警
報
に
悩
ま
さ

れ
、
学
校
教
育
は
殆
ど
そ
の
機
能
を
停
止

し
、
全
て
の
教
師
と
生
徒
は
避
難
と
勤
労

作
業
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
防
空
壕
掘
り
に
力
を
入
れ
、

校
庭
は
防
空
壕
と
食
糧
増
産
の
た
め
の
畑

の
広
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
集
団
家
屋
疎
開
」

 　
　

  （
昭
和
10
年
生
ま
れ
の
Ｙ
さ
ん
の
話
）

　

昭
和
20
年
に
な
る
と
「
集
団
家
屋
疎
開
」

と
い
っ
て
、
岐
阜
駅
前
か
ら
神
田
町
や
七
軒

町
付
近
ま
で
の
両
側
の
家
は
道
路
拡
張
の
た

め
に
全
部
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
空
き
地
・
空
地
帯
を
造
り
、
空
襲

　

し
か
し
、
こ
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た

人
は
、
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
や
朝
鮮
半
島
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア

諸
国
、
中
部
太
平
洋
諸
島
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
人
々
２
０
０
０
万
人
以
上
の
尊
い
命

を
奪
っ
た
の
で
す
。

11
．
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
教
室
の
風
景

　
「
先
生
、
昨
日
お
父
ち
ゃ
ん
が
戦
地
か
ら

無
事
帰
っ
て
き
ま
し
た
。」
と
満
面
の
笑
み

で
報
告
す
る
子
。…「
そ
う
、良
か
っ
た
ね
。」

と
声
を
交
わ
し
な
が
ら
も
、
他
の
子
の
顔

を
伺
う
先
生
…
。
先
日
お
父
さ
ん
が
戦
死

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
ば
か
り
の
子
は

急
に
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
出
征

さ
れ
た
父
親
や
兄
の
消
息
が
ま
だ
分
か
ら

な
い
子
た
ち
は
、
暗
い
顔
に
な
っ
て
廊
下

の
方
へ
歩
き
出
し
ま
し
た
。
教
室
中
に
「
嬉

し
さ
」
と
「
悲
し
さ
・
涙
」「
不
安
」
が
入

り
混
じ
り
、
重
苦
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
話
・
岐
阜
の
歴
史
サ
ー
ク
ル
」

代
表
　
後
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征
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米
軍
等
の
侵
攻
と
日
本
軍
の
敗
退
、
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
が
激
し
く

な
る
中
で
、
学
校
の
子
供
た
ち
も
避
難
と
勤
労
作
業
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　
　
　
子
供
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

　
　
　
　
ど
ん
な
願
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

○ 

こ
の
文
章
は
、「
岐
阜
県
史
」「
岐
阜
市
史
」

「
写
真
集
・
目
で
見
る
岐
阜
市
民
の
1
0
0
年
」

「
岐
阜
県
教
育
史
」「
学
校
も
戦
場
だ
っ
た
」
な

ど
を
参
考
に
、
後
藤
征
夫
が
ま
と
め
ま
し
た
。

学
徒
と
し
て
学
校
工
場
に
動
員
さ
れ
、
授

業
は
全
く
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
７

月
９
日
、
午
後
９
時
半
頃
か
ら
翌
日
早
朝

に
か
け
て
、
米
軍
機
Ｂ
29
約
70
機
が
焼
夷

弾
約
９
０
０
ト
ン
を
投
下
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
岐
阜
市
並
び
に
近
郊
の
合
渡
地

区
等
は
焼
け
野
原
と
化
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
多
く
の
死
者
や
罹
災
者
を
生
み
、
旧

市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
・
学
校
が
焼

か
れ
た
の
で
す
。

10
．
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
、
終
戦

　

８
月
６
日
・
９
日
の
広
島
と
長
崎
へ
の

原
子
爆
弾
投
下
を
経
て
、
日
本
は
や
っ
と

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
、
８
月
15
日

に
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
」
の

日
本
人
犠
牲
者
は
、
軍
人
・
軍
属
・
一
般

市
民
も
含
め
て
３
１
０
万
人
（
そ
の
内
２

４
０
万
人
は
海
外
の
国
や
島
で
）
を
数
え

ま
し
た
。

か
ら
街
を
守
る
た
め
」と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

私
の
家
も
そ
の
対
象
で
、
母
の
実
家
の
美
園

の
祖
母
の
家
に
荷
物
が
運
ば
れ
ま
し
た
。
徹

明
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
に
家
を
壊
し
て

い
る
の
を
見
て
「
な
ん
で
壊
す
ん
だ
ろ
う

な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。（
略
）

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
３
月
、
ア
メ

リ
カ
軍
は
本
土
空
襲
の
中
間
基
地
と
な
る

硫
黄
島
を
制
圧
し
、
４
月
沖
縄
本
島
上
陸

を
開
始
し
ま
し
た
。
学
生
・
女
性
を
含
む

多
く
の
県
民
が
抵
抗
し
ま
し
た
が
、
10
万

人
以
上
の
人
々
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
３
月
、「
決
戦

教
育
措
置
要
綱
」
が
発
表
さ
れ
、
国
民
学

校
初
等
科
以
外
の
授
業
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
各
地
の
中
学
校
や
女
学

校
へ
の
工
場
移
転
が
推
し
進
め
ら
れ
、
教

室
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
学
徒
た
ち
は
勤
労

戦
時
下
の
学
校
と

　
　
　

  　

子
供
た
ち 

⑶　

戦
時
下
の
学
校
と

　
　
　

  　

子
供
た
ち 

⑶　

―

太
平
洋
戦
争
終
末
期

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
19
〜
20
年
８
月
終
戦
）―

川崎航空機で働く富田高女生

高等科児童工場動員
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岐阜市の警戒・空襲警報発令回数

昭和
年

19

20
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月

防空壕を掘る富田高女生


